
保護者 評定 職員 評定

1
　お子様（園の子どもた
ち）は、毎日楽しみに登園
していますか。

Ａ Ａ

2

　職員は、子どもたちに寄
り添いながら優しく言葉か
けや温かい態度で保育をし
ていると思いますか。

Ａ Ａ

3

　園や職員は，安全や衛生
面を配慮して，清掃や整理
整頓ができていると思いま
すか。

Ａ Ａ

4

　園では，子どもたちの安
全を守るために，毎月の避
難訓練等を通して，園児が
身を守るための行動ができ
るように努めていると思い
ますか。

Ａ Ａ

5

　園や職員は，園庭やホー
ル，保育室等，子どもたち
が楽しく遊べる環境作りを
していると思いますか。

Ａ Ａ
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6

　職員は，戸外での遊びを
たくさん取り入れて，子ど
もたちが自分から体を動か
すようになることに努めて
いると思いますか。

Ａ Ａ

7

　職員は，エミールオリン
ピック，親子で遊ぼう会，
エミールまつり，生活発表
会，クリスマス会等，それ
ぞれの年齢別の行事等で，
子どもたちが楽しくできる
工夫をしていると思います
か。

Ａ Ａ

8

　職員は，授乳や給食につ
いて，保護者の皆様と連携
をとり，自分のペースで楽
しく食べるように配慮して
いると思いますか。

Ａ Ａ

9

　職員は，挨拶を進んで
行って，保護者の皆様の相
談にも気持ちよく応じてい
ますか。

Ａ Ａ

10

　園や職員は，園だよりや
コドモン等で，子どもたち
や園の様子を保護者の皆様
に発信していると思います
か。

Ａ Ａ
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判定基準
Ａ　　そう思う＋ややそう思う＝８０％以上

Ｂ　　そう思う＋ややそう思う＝６０％以上８０％未満

Ｃ　　そう思う＋ややそう思う＝５０%以上６０％未満

Ｄ　　そう思う＋ややそう思う＝５０％未満

Ａ

評定について

　上記の判定基準にそって，観点１～１０について，保護者並びに職員の評定をしたのが，グ
ラフの右の評定である。以上の評定を踏まえて，園として総合評定をして，考察をしてみる。

　保護者も職員も１０項目すべての観点でＡという判定であり，総合的な評定はＡとす
る。しかし，保護者と職員の「そう思う」のパーセンテージを比較すると，「２　優しい
言葉かけ・温かい態度での保育」「３　清掃・整理整頓」「４　園児が身を守るための行
動」「５　環境づくり」「６　体を動かす戸外遊び」「７　行事の工夫」６項目が保育者
側が低い数値となっている。このことは職員が自らを振り返り，自らの保育に対して十分
に満足できていないことを示唆しているのではないかと考えた。そこで職員での話し合い
の場を持ち，以下の意見が出た。

・見慣れてしまっている保育室の環境を，客観視して気付きをもつことを意識していきた
い
・子ども達の身の回りのことについて，子どもに任せきりになっていたところがあるの
で，一緒に見直しをしながら意識付けをしていきたい
・保育者のちょっとした心がけや環境への働きかけで園の環境が変化するので，積極的な
環境へのかかわりを大切にしたい
・保育室の環境に季節感を取り入れていきたい
・子どもの気持ちや言葉に寄り添う保育者の意識向上と，余裕をもち子どもにかかわれる
人的環境の整備を行っていきたい

　また，１２月に行われた園訪問で，佐賀市教育委員会や他園の先生方から保育を参観し
て意見をいただいた（外部評価）。その意見を整理して，

①子どもの思いからもっと園庭で自由に遊べる保育の在り方を考える
②子どもたちが遊びの中に素材を選択して取り入れられる保育室環境の在り方を考える
③子どものつぶやきを拾い上げる保育者の援助・対応の仕方を考える

　以上のこと探っていくことを，次年度への課題としたい。



　評価の観点の１０項目の内６項目について保育者が低い数値になっていることは，保育者が
自らの 保育を振り返ってさらによいものにしていこうとする前向きな姿勢であり，大変評価で
きる点である。いくつかあがっている今後の課題から，一人一人の保育者が一つでもいいので
次年度に具体的にどのようなことに取り組むのかを考えることが重要なのではないだろうか。
例えば，教育委員会からの指摘事項である「子どものつぶやきをしっかり拾い上げることがで
きるように」では，「子どもといっしょに遊ぶ」という行動目標をつくり，それを実践する。
なぜならば，子どものつぶやきは，物理的な距離があれば拾うことができないからだ。保育者
は，子どもとの物理的な距離を縮めることで精神的な距離も縮まり，子どもが思わずつぶやい
た言葉を聴き逃さず拾うことができるであろう。そして，学期末又は半年後に何ができて何が
できなかったかを見直す。そうすることで，子どもたちのつぶやきから子どもに添った援助を
考えることができるのではないだろうか。確かに，安全管理は保育者の職務として重要であ
る。しかし，管理だけでは保育とは言えない。子どもが，今，何を見て，どのように感じ，何
を願っているのか，この「今」を子どもと共有することで育ちの方向が見えてくるのである。
共に遊ぶことも保育者の重要な職務の一つなのである。
　また，評価の観点の一つ目の項目である「１　お子様（園の子どもたち）は，毎日楽しみに
登園していますか」という項目で，保育者よりも保護者の数値が低いことは，やや気になる。
つまり，子どもの本音について，保護者より気付けていない可能性があるということになるか
らだ。しかしながら，先述した子どもの「今」を共有することで子どもの本音に近付くことは
できる。子どもと共に遊ぶことで，子どもと保育者との精神的な距離が縮まり確固たる信頼関
係を気付くことができるのではないか。
　「安全管理」と「共に遊ぶ」という一見矛盾のようにも思われることを，保育の場でどのよ
うに実践していくかを職員全員で考え，実現し，そのことを保護者とどのように共有していく
かが，根本的な課題と言えるのではないだろうか。

有識者〔佐賀女子短期大学相浦雅子先生（令和6年時）〕による本園の自己評価結果に関する講評


